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（３）文化財の保存·活用を行うための施設に関する具体的な計画  

史跡上田城跡にある上田市立博物館について、上田市立博物館は指定文化

財の収蔵点数が最も多いものの、施設の老朽化が著しく、本市の中核施設と

して十分な機能を果たせない状況にあることから、他の博物館等施設や上田

市公文書館との役割を再整理するための仮称博物館整備基本計画を策定し、

建て替え等を検討する。 

 

（４）文化財の周辺環境の保全に関する具体的な計画 

景観計画との連携を図り、修景等の環境整備を検討する。また、重点区域

の一部は上田市の中心市街地に位置しており、歴史的な外観を生かした建造

物が店舗として利用されている。空き家や空き店舗の利活用への対策と合わ

せ、一体的な環境整備を行う。 

加えて、重点区域内で組織された景観づくりに取り組むまちづくり団体と

連携し、既存建築物を生かした外観修景や道路修景を行う。 

 

<重点区域内での実施事業>  

・新参町線無電柱化及び景観形成事業 ＜平成 29 年度～令和６年度＞ 

・天神町新屋線無電柱化事業  ＜令和４年度～10 年度＞ 

・新参町厩裏線景観形成事業  ＜令和４年度～７年度＞ 

・柳町景観形成事業   ＜令和４年度～７年度＞ 

・空き家情報バンク事業   ＜令和５年度～14 年度＞ 

 

（５）文化財の防災に関する具体的な計画 

指定や登録有形文化財（建造物）の防災設備の整備を行う。具体的には、

自動火災報知機や消火設備等の防火設備の設置を促すほか、必要に応じて耐

震診断や耐震補強工事等の実施を検討する。また、文化財防火デー等の機会

を捉えて、所轄消防署等とともに防火・防災の啓発に取り組む。 

上田城跡においては、特に尼ヶ淵崩落危険箇所について日常的に巡視を行

い細心の注意を払うことと、景観に配慮した崩落防止対策を検討する。 

（３）文化財の保存·活用を行うための施設に関する具体的な計画  

史跡上田城跡にある上田市立博物館について、上田市立博物館は指定文化

財の収蔵点数が最も多いものの、施設の老朽化が著しく、本市の中核施設と

して十分な機能を果たせない状況にあることから、他の博物館等施設や上田

市公文書館との役割を再整理するための仮称博物館整備基本計画を策定し、

建て替え等を検討する。 

 

（４）文化財の周辺環境の保全に関する具体的な計画 

景観計画との連携を図り、修景等の環境整備を検討する。また、重点区域

の一部は上田市の中心市街地に位置しており、歴史的な外観を生かした建造

物が店舗として利用されている。空き家や空き店舗の利活用への対策と合わ

せ、一体的な環境整備を行う。 

加えて、重点区域内で組織された景観づくりに取り組むまちづくり団体と

連携し、既存建築物を生かした外観修景や道路修景を行う。 

 

<重点区域内での実施事業>  

・新参町線無電柱化及び景観形成事業 ＜平成 29 年度～令和 12 年度＞ 

・天神町新屋線無電柱化事業  ＜令和４年度～10 年度＞ 

・新参町厩裏線景観形成事業  ＜令和４年度～12 年度＞ 

・柳町景観形成事業   ＜令和４年度～12 年度＞ 

・空き家情報バンク事業   ＜令和５年度～14 年度＞ 

 

（５）文化財の防災に関する具体的な計画 

指定や登録有形文化財（建造物）の防災設備の整備を行う。具体的には、

自動火災報知機や消火設備等の防火設備の設置を促すほか、必要に応じて耐

震診断や耐震補強工事等の実施を検討する。また、文化財防火デー等の機会

を捉えて、所轄消防署等とともに防火・防災の啓発に取り組む。 

上田城跡においては、特に尼ヶ淵崩落危険箇所について日常的に巡視を行

い細心の注意を払うことと、景観に配慮した崩落防止対策を検討する。 
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事業番号 (2)-1

事業名 新参町線無電柱化及び景観形成事業

事業主体 上田市

事業期間 平成29年度～令和６年度

事業手法

事業位置

事業概要

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由

上田城跡と中央商店街を繋ぐ新参町線を無電柱化し、歩道を石

畳風舗装へ美装化することで、上田城跡と一体となった道路景観

が形成され、城下町と周辺集落の祭礼・行事にみる歴史的風致の

維持及び向上に寄与する。

　市街地から上田城跡公園につながる新参町線（約480m）の無

電柱化及び、歩道美装化を行うとともに、隣接箇所の広場整備を

行う。

都市再生整備計画事業（平成29年～令和元年）

無電柱化推進計画事業（令和２年～令和５年）

街なみ環境整備事業（令和４年～令和６年）

整備状況（令和3年3月（2021））

整備イメージ

事業番号 (2)-1

事業名 新参町線無電柱化及び景観形成事業

事業主体 上田市

事業期間 平成29年度～令和12年度

事業手法

事業位置

事業概要

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由

上田城跡と中央商店街を繋ぐ新参町線を無電柱化し、歩道を石

畳風舗装へ美装化することで、上田城跡と一体となった道路景観

が形成され、城下町と周辺集落の祭礼・行事にみる歴史的風致の

維持及び向上に寄与する。

　市街地から上田城跡公園につながる新参町線（約480m）の無

電柱化及び、歩道美装化を行うとともに、隣接箇所の広場整備を

行う。

都市再生整備計画事業（平成29年～令和元年）

無電柱化推進計画事業（令和２年～令和５年）

街なみ環境整備事業（令和４年～令和12年）

整備状況（令和3年3月（2021））

整備イメージ
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事業番号 (2)-2

事業名 天神町新屋線無電柱化事業

事業主体 上田市

事業期間 令和４年度～10年度

事業手法 市単独事業

事業位置

事業概要

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由

　上田城跡の隣接道路が無電柱化されることで、上田城跡と一体と

なった道路景観が形成され、城下町と周辺集落の祭礼・行事にみる

歴史的風致の維持及び向上に寄与する。

　上田城二の丸虎口跡の東側を通る天神町新屋線を無電柱化（約

250m）することにより、防災対策と城跡周辺の景観保全を図る。

無電柱化対象の電柱

上田城跡

二ノ丸虎口

上田市立

第二中学校

上田城跡の桜と電線

事業番号 (2)-2

事業名 天神町新屋線無電柱化事業

事業主体 上田市

事業期間 令和４年度～10年度

事業手法

事業位置

事業概要

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由

　上田城跡の隣接道路が無電柱化されることで、上田城跡と一体と

なった道路景観が形成され、城下町と周辺集落の祭礼・行事にみる

歴史的風致の維持及び向上に寄与する。

　上田城二の丸虎口跡の東側を通る天神町新屋線を無電柱化（約

250m）することにより、防災対策と城跡周辺の景観保全を図る。

市単独事業

都市構造再編集中支援事業（令和6年～令和10年）

無電柱化対象の電柱

上田城跡

二ノ丸虎口

上田市立

第二中学校

上田城跡の桜と電線
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事業番号 (2)-3

事業名 柳町景観形成事業

事業主体 上田市

事業期間 令和４年度～７年度

事業手法

事業位置

事業概要

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由

　歴史的な町並み景観が、整備により一層向上することから、城

下町と周辺集落の祭礼・行事にみる歴史的風致の維持及び向上に

寄与する。

　北国街道の趣を残す柳町地区の景観整備（景観水路の美装化等）

を行う。

街なみ環境整備事業（令和４年～令和７年）

市単独事業

柳町地区の町並み 景観水路の美装化箇所（赤枠）

事業番号 (2)-3

事業名 柳町景観形成事業

事業主体 上田市

事業期間 令和４年度～12年度

事業手法

事業位置

事業概要

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由

　歴史的な町並み景観が、整備により一層向上することから、城

下町と周辺集落の祭礼・行事にみる歴史的風致の維持及び向上に

寄与する。

　北国街道の趣を残す柳町地区の景観整備（景観水路の美装化等）

を行う。

街なみ環境整備事業（令和４年～令和12年）

市単独事業

柳町地区の町並み 景観水路の美装化箇所（赤枠）
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事業番号 (2)-5

事業名 新参町厩裏線景観形成事業

事業主体 上田市

事業期間 令和４年度～７年度

事業手法

事業位置

事業概要

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由

　景観の改善により、隣接する歴史的建造物の価値が再認識さ

れ、愛着や理解が深まることから、城下町と周辺集落の祭礼・行

事にみる歴史的風致の維持及び向上に寄与する。

　市指定文化財「上田藩主居館表門及び土塀・濠・土塁」周辺の景

観整備を行う。

街なみ環境整備事業（令和４年～令和７年）

市単独事業

上田藩主居館表門

新参町厩裏線

事業番号 (2)-5

事業名 新参町厩裏線景観形成事業

事業主体 上田市

事業期間 令和４年度～12年度

事業手法

事業位置

事業概要

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由

　景観の改善により、隣接する歴史的建造物の価値が再認識さ

れ、愛着や理解が深まることから、城下町と周辺集落の祭礼・行

事にみる歴史的風致の維持及び向上に寄与する。

　市指定文化財「上田藩主居館表門及び土塀・濠・土塁」周辺の景

観整備を行う。

街なみ環境整備事業（令和４年～令和12年）

市単独事業

上田藩主居館表門

新参町厩裏線


